
 
 
平成22年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

 
 
平成22年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

修正の理由 

第3四半期連結累計期間の業績及び発表日現在の受注動向等を踏まえて修正いたしました。 
連結売上高につきましては前回予想時より7億円減少し、82億円（電子機器関連52億円、工作機械その他輸入機械関連24
億円、光電子関連6億円）を見込んでおります。 
電子部品実装機等の電子機器関連では、国内の設備投資需要の回復は急激な円高による業績悪化懸念により低調に推
移しているものの、中華圏（台湾、中国）の電機各社が積極的な設備投資に転じた結果、売上高は52億円と前回予想額（5
2億円）と同等と思われます。しかし価格競争の激しい中華圏での輸出販売割合が増加することにより利益率が低下すると
思われます。 
工作機械その他輸入機関連においては、販売先は主として国内企業であり、当期前半、景気回復により設備投資需要の
伸びが見られましたが後半に入り、急激な円高等の理由により業績悪化懸念が高まり、設備投資計画の凍結、延期の状
況が見られ、売上高は24億円と前回予想額（30億円）を下回る見込です。 
また光電子関連では、若干需要減が見込まれますが、売上高6億円（前回予想額7億円）となる見込みです。 
その結果、損益面では売上高の減少及び売上総利益率の低下により、売上総利益が減少すると思われ、営業損失63百万
円、経常損失24百万円となる見込です。 
また、特別利益として第1四半期において投資有価証券売却益63百万円がありましたが、第3四半期で破産更生債権に対
する当期の貸倒引当金繰入額15百万円、投資有価証券評価損57百万円を計上したことなどにより、当期純損失は75百万
円となる見込であります。 
 
個別業績予想の修正につきましても同様の理由でありますが、売上高は前回予想時より1億円減少し75億円を見込んでお
ります。損益面では、海外子会社による電子機器販売の収益が加味されないため、営業損失115百万円、経常損失73百万
円、当期純損失115百万円となる見込です。 
 
なお、上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際は今後起こりうる様々な要因
により異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年７月26日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,900 130 150 220 18.58

今回発表予想(B) 8,200 △63 △24 △75 △6.33

増減額(B-A) △700 △193 △174 △295

増減率(%) △7.9 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

5,924 △586 △574 △731 △61.82

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,600 90 110 180 15.20

今回発表予想(B) 7,500 △115 △73 △115 △9.71

増減額(B-A) △100 △205 △183 △295

増減率(%) △1.3 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

4,882 △556 △532 △685 △57.92


